
　

※単年度繰返事業については、全体欄を*****とする。

　

※単年度繰返事業については、評価終了した年度及び評価年度を記載し、その合計を全体計画欄に記載する。
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コード

記入日

301010102

H23.6.10

3010101

健康づくり計画

総合計画の位置付け

作成年度

課　名

健康増進法

23

～平成

財務会計の位置付け

事業種類 単年度繰返事業

事業期間

健康保険課

課長名 富永　重利

－

釜崎　儀弘

課ｺｰﾄﾞ 111

17 年度

担当者

年度平成

実績

21年度以前

計画
単位

計画

全体計画

実績

61,621

・健康づくり計画の下に、各種がん検診については、死亡全体の３割を占めるがん

を早期に発見することにより、適切な医療に結びつけ、がんによる死亡を減少させ

ること。又、健康教育・健康相談・訪問指導を行うことにより、生活習慣病の予防

及び介護を要する状態になることの予防、その他健康に関する問題について、正し

い知識の普及を図るとともに、適切な指導や支援を行うことにより、「自らの健康

は自らが守る」という認識と自覚を高め、壮年期からの健康の保持・増進を図るこ

とを目的に実施。

（達成率積算根拠） （目標達成年度）

*****

平成22年度

34.8％ 101％

（指標名称）

7,000

平成22年度

受診率34.8％÷昨年度

受診率34.5％

①

　事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入

 政策ｺｰﾄﾞ 3  款ｺｰﾄﾞ 4 政策名称 誰もが安心できる保健・医療・福祉の充実

　活動指標：事務事業の活動量を表す指標・達成率（上段：全体、下段：評価年度）

1

 法令・条例規則等

 施策ｺｰﾄﾞ 301  項ｺｰﾄﾞ

30101  目ｺｰﾄﾞ

 事務事業ｺｰﾄﾞ

（全体）

（達成率分析）

　目的：何をしたいのか 　成果指標：目的の達成度を表す指標・達成率（上段：全体、下段：評価年度）

②

***** *****

*****

・生活習慣病予防の観点から各種がん検

診を実施し、又、制度を周知するために

広報誌への掲載、世帯回覧を実施した。

・受診者数

　→胃がん検診：2,206人

　→大腸がん検診：2,941人

　→肺がん検診：3,452人

　→子宮がん検診：696人

　→乳がん検診：879人

　→骨粗鬆症：59人

　→肝炎ウイルス検診：323人

（評価年度実績）
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 総事業費 C （A+B）

30.0

15,371
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34.5
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従事職員数

 人件費　B

88,829 88,462

（達成率）

①

（達成率分析） 予定どおり全世帯にお知らせを配布した。

*****

（達成率積算根拠） （目標達成年度）（指標数値）（指標名称）

広報・町内回覧数

*****

1回

広報・町内回覧数1回

÷予定回数
100％ 平成22年度

計画

27年度以降

計画

24年度

計画 計画 計画

23年度 25年度 26年度

（指標数値） （達成率）

101％

***** *****

昨年度を若干上回る受診率を達成できた。

***** *****

*****

受診率

受診者数は少しずつ増加しており、着実な増加が見られた。（達成率分析）

受診者数3.452人÷昨

年度受診者数3.407人

***** *****

（達成率分析）

3,452人
②

受診者数

実績

22年度

176,432

353,845

そ　の　 他 千円

　（対象指標1）

　（対象指標2）

 関連計画

　対象：誰、何を対象にしているのか 　対象指標：対象の大きさを表す指標

　（対象1）

　（対象2）

 基本事業ｺｰﾄﾞ

 細目ｺｰﾄﾞ

事  務  事  業  途  中  評  価  表

健康を守りつくる保健・医療の充実

健康づくりの推進

保健衛生総務管理事業費（人件費以外） 事務事業名称

22,198

平成 年度

9,916人
（H23.3.31現在）

千円 353,478

176,432

3

690

 施策名称

 基本事業名称

1

評価対象事業名称 健康増進事業

健康推進事業対象者

計画（PLAN） 

実施（DO） 



※理由の欄は必ず記載すること。
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※3次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

有
効
性

・現在の事業の進め方が期待されるよう
な成果をもたらしていますか。 いない

・成果を向上させる余地はありますか。

ある

ない

・事業を行わない場合の影響はあります
か。

ある

ない

事業の廃止

受診者の増加を図ることにより、更なる医療費及び介護保険料の抑制を図ることができる。

受診者の減により、病気が進行した上での治療が増加することにより、医療費及び介護保険料の

増加が予測される。

委託事業のためできない。

類似事業と整理統合

国が推進する食育事業と合わせて健康づくりの推進は、最も重要な課題であると考える。

   

効率性

理
由

病気の早期発見・早期治療により、医療費の適正化及び介護保険料の抑制を図り、健康づくりを

推進する上で適切であると考える。

理
由

単年度での効果は低いが、継続することにより、病気の早期発見が期待され、医療費及び介護保

険料の抑制が図られる。

理
由

理
由

類似事業はない。

有効性

理
由

医療費の適正化及び介護保険料の抑制を図る上で欠くことのできない事業と考える。

ｺｰﾄﾞ

理
由

・町が税金を投入して行う必要がありま
すか。

ある
理
由

今後の事業
の方向性

1次 2次 3次

  

●  

 

 

医療機関と協議を重ねた上で、委託料の設定をしており、削減することは難しい。

 

事業の休止

1次

 

 

  

2次

●  

このまま事業を継続

事業内容を見直して事業を継続

 

事業費を見直して事業を継続

町 の  対 応

住民等の意見

 

301010102

現在、がん検診は受益者負担無しで行っているが、受診者を増やし、将来の医療費の軽減を図る

上では、適正であると考える。

効
率
性

・直接事業費を削減することはできませ
んか。

できる

できない

・受益者負担は適正ですか。
はい

いいえ

妥当性

できる

できない

・人件費を削減することはできません
か。

課題に
向けた
改善策

理
由

理
由

妥当性

有効性

効率性

できない

・類似事業との整理統合はできません
か。

できる

・時代情勢や環境の変化などを考慮して
も、事業を行う必要がありますか。

・事業の対象・目的は適切ですか。
不適切

適切

いる

1次評価のとおり。

医療再編計画により、医療機関のあり方が変わっている中、病気予防の対策として健診受診率を向上させることは重要な課題であるた

め、町民には十分な周知を図り、健診受診を意識づけていくこと。

医療費適正化及び回後保険料の増加を抑える上で、健康づくりの推進は欠くことのできない最重要課題であると考える。

病気の早期発見・早期治療により、医療費の適正化及び介護保険料の抑制が図られる。

ない

今後も現状のまま推進していく必要がある。

特になし。

ある

ない

理
由

原則、受益者負担の検討を指摘しているが方向性が示されていない。

改
善
策

1

次
評
価

2

次
評
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3次

妥
当
性

評価

改善


